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Ⅰ 論文の要旨 
 
本論文の問題意識の出発点は、シーパワーの意義を再確認することにある。陸上におけ

る権力支配は、まさにその地を直接に、政治的または軍事的に占領･占有することである。

しかし、海上における権力、すなわち「海上権力(sea power)」は、時代とともにその目的

を変化させてきた。 

アメリカの政治学者モデルスキーは、20 世紀のアメリカなどがこれまで覇権を持った世

界大国であるとしている。そしてこれらの世界大国の共通事項として、強大な海軍を、世

界に影響を及ぼすための戦略的組織として位置づけている。 

それは、海上権力を確立させるための組織であり、その存在は単に軍事的なものにとど

まらず、外交的性格のものから極めて軍事的性格の強いものまであり、その目的において

柔軟に使用することができる。そして陸軍や空軍と違い、その行動は極めて政治的な意味

合いが強い。このため海軍は、戦略的組織として位置づけられた。 

その上で、本論文の研究目的は、通常戦力や核戦力によって米ソが対峙していた冷戦構

造のなか、ソ連の海軍戦略がどのように形成され、ソ連という国家における役割の本質を

論述することである。ソ連という国家が歴史上に存在したのはわずか 70 年余りであった。



すなわちソ連海軍は、歴史上初めて社会主義を標榜した「ソ連」という国家の海軍であっ

た。 

その社会主義国家ソ連の海軍戦略の形成過程の特質を論述した。本論文の学術的価値は、

冷戦期２大超大国として存在したソ連の海軍戦略について社会主義国ソ連の側から分析･

検討して評価した点にあると考える。本論文の研究方法として。全体的に用いた基本的方

法は帰納法であり、ソ連海軍戦略の変遷についての歴史的考察とソ連海軍の機能分析を行

なった。そして、道筋を立て、論理的･合理的に判断できるように、「命題の表示－命題設

定に伴う概念定義－分析－分析に伴う概念の定義」の作業を重視して論述した。さらに、4

つの設定目標を上記の作業に割り当てて検討を行ない、その結論から総合的に評価を導き

出した。 

 それら命題は、①ソ連の軍事戦略の基本となる概念はどのようなものか、②ソ連海軍戦

略の変遷とその変遷に識別し得るパターンとスタイルがあるのか。あるとすればその因子

はどのようなものであったのか、③「ゴルシコフの海軍」における外洋派遣兵力の本質と

は何か。そしてその役割とは何であったのか。また、ソ連の海軍戦略に航空母艦の保有が

必要であったのか、④M.S.ゴルバチョフ書記長が登場して間もなく、海軍総司令官が S.G.

ゴルシコフ･ソ連邦海軍元帥から V.N.チェルナビン海軍元帥に交代した。いわばポスト･ゴ

ルシコフであるこの期に、海軍戦略にどのような変化が見られたのであろうか、というも

のである。これらを設定目標としたうえで、米ソの軍備管理と信頼醸成を基本軸としてそ

の本質を検討した。 

 本論文では、前述の設定目標の④を検討した。つまりゴルバチョフが登場したことによ

るソ連海軍戦略の変化の本質を考察することである。ソ連の海軍戦略の発展は、外交にお

ける発展との関係であった。一つの例はデタントと第三世界との関連である。設定目標 3

にも関連するが、相互確証破壊の関係は、結果的には相互平和共存の関係をつくり出した。

しかしそれは、米ソに直接関係ない地域、すなわち第三世界においては権力の真空地帯を

生み出すことになった。その結果ソ連海軍の外洋進出がはじまり、ゴルシコフの海軍とい

えた。 

しかし、ポスト･ゴルシコフ期において、ソ連海軍はそれまでの外洋での行動を転換させ、

その活動は低調になっていった。このような変化はどのような説明ができ、理論的な帰結

ができるのか。またその要因は何であったのか、軍備管理を一つの論点として論述したの

である。 

 
 
Ⅱ 論文の構成 
 
はじめに  
第 1 章 ソ連の軍事戦略の基本となる概念 

第 1 節 歴史上の戦略理論  



第 1 項 戦略の起源と概念  
第 2 項 ソ連の「力の理論」と戦略理論 

1 マキャベリ  
2 ジョミニ   
3 クラウゼヴィッツ  
4 ソ連における「作戦術」の概念 

第 2 節 ソ連における安全保障の考え方 
第 1 項 地理的•歴史的背景  

1 地理的概観 
2 歴史的概観   

第 2 項 ソ連軍事ドクトリン 
1 ソ連軍事ドクトリンについて 
2 ソ連の分類による特性  

第 3 項 力の政策の理論の分析  
1 安全保障上の動機  
2 イデオロギーと弁証法  
3 海軍の戦略構想  
4 ソ連の軍事戦略の基本的概念 

第 3 節 ソ連軍事ドクトリンの発達  
第1項 ソ連軍事ドクトリンの発達について 

1 第 1 期 通常戦戦略期 
   （1945 年～1953 年 12 月） 

2 第 2 期軍事上の革命期 
(1953 年 4 月〜1959 年 12 月） 

3 第 3 期核戦略の増強期 
(1960 年〜1968 年）  

4 第 4 期 紛争対処能力の開発期 
(1969 年～1973 年)   

5  第 5 期核戦力下の通常戦（攻勢）戦力期 
(1974 年〜1982 年）  

6 第 6 期核戦力下の通常戦（防勢）戦力期  
(1982 年〜1991 年） 

第 2 項 軍事ドクトリンと海軍戦略 
1 ソ連軍事ドクトリンの本質 
2 海軍の海洋進出の検証-…. 

 



第 2 章ソ連海軍戦略の変遷 
第 1 節 ロシア革命と赤軍艦隊 

第 1 項 革命と赤軍艦隊の誕生 
第 2 項 共産主義者による海軍の増強 

第 2 節 初期のソ連海軍戦略の変遷  
第 1 項 伝統派戦略 

1 初期の伝統派戦略 
2 伝統派と要塞艦隊戦略  
3 積極的防衛作戦 

  4 海軍と経済に関する問題 
第 2 項 新興派戦略 

  1 プロレタリア軍事教義派 
  2 コムニスト・アカデミー 

3 伝統派戦略と新興派戦略の終焉 
4 新興派戦略の分析 

第 3 項 スタ一リニスト戦略 
  1 赤軍海軍の再建 

2 「最大』海軍から「大」海軍へ 
3 スターリンから第 2 次世界大戦 

  4 スターリニスト戦略と空母 
  5 スターリニスト戦略の本質 
   （なぜ空母ができなかったのか） 
 
第 3 章 ゴルシコフ海軍戦略 

第 1 節 ゴルシコフの海軍 
 第 1 項 1945 年〜1950 年代の戦略   
 第 2 項 1960 年代の戦略 
 第 3 項 1970 年代の戦略   
 第 4 項 1976 年の戦略   
 第 5 項 1980 年代の戦略 
   第 2 節 ゴルシコフ海軍戦略の技術面  
 第 1 項 ソ連海軍の機能面   
 第 2 項 SSBN の増強  
 第 3 項 対潜戦戦力の増強    
 第 4 項 ソ連海軍の外洋派遣兵力  
   第 3 節 ソ連海軍戦術  



 第 1 項 外洋戦域とその編成 
  1 エスカードラとフロティア  

2 水上戦闘グループ（SAG)と高速戦闘グループ（RCG)  
3 海軍歩兵 

 第 2 項 独特の発展を遂げたソ連海軍 
1 ソ連独特の中央管制システム  
2 最少で最大の効果をあげる「奇襲」 
3 ミサイル艦隊  
4 艦載機と対艦ミサイル  

第 3 項 ソ連海軍の能力  
1 マハンとゴノレシコフ 
2 ソ連の対水上艦能力 
3 ヘリを用いた対潜戦能力 
4 ソ連の潜水艦能力の分析 
5 潜水艦探知の 2 つの方法 
6 ソ連の対空戦能力  
7 核•化学戦能力  
8 ソ連艦艇の核•化学戦対策  

第 4 項 ソ連海軍の作戦任務  
1 ソ連海軍部隊の任務  
2 SAG の任務  

第 5 項 SAG プラットフォームに求められる能力 
1 AAW に最適のプラットフォーム 
2 ASW に最適のプラットフオーム 
3 ASUW に最適のプラットフォーム 

第 4 節 ゴルシコフ海軍戦略の果たした役割 
第 1 項 プレゼンス  
第 2 項  核抑止力 
第 3 項 ソ連艦隊の影響力  

 
第 4 章 外洋派遣兵力と航空母艦の検証 
   第 1 節 海外基地とプレゼンス 

第 1 項 「洋上日数（シップ•ディ：Ship Day）」について 
 第 2 項 太平洋におけるソ連海軍 
  1 太平洋における行動 

2 インド洋派遣艦隊 



第 3 項 地中海派遣艦隊 
  1 地中海派遣艦隊の行動 

2 地中海における洋上日数の分析 
第 4 項 大西洋のソ連海軍 

1 カリブ海における行動. 
2 西アフリカにおける行動 
3 大西洋における洋上日数の分析 

第 2 節 外洋オペレ一シヨン  
第 1 項 海軍力の政治的使用  
第 2 項 外洋オペレーションの分析 

第 3 節 外洋派遣兵力とソ連海軍  
第 1 項 ソ連海軍のプレゼンスに関する分析 

1 ソ連海軍のプレゼンスに関する事象 
2 ソ連海軍のプレゼンスに関する分析 
3 ソ連艦隊の地域別海域外シップ•ディ 

   （1956 年～1980 年） 
第 2 項 前進配備 

1 艦艇による国別寄港数 
2 フリート•イン•ビイングの検証 

第 3 項 第三世界におけるプレゼンス 
第 4 項 第三世界への経済援助 

第 4 節 航空母艦とソ連海軍に関する検証 
第 1 項 ソ連における航空母鑑  
第 2 項 ソ連のメディアに表れたソ連の空母に対する見解- 

 第 3 項 反論 
第 4 項 ソ連における空母の装備 

1 キエフ級航空機搭載重巡洋艦 
   2 クズネツォフ級クズネツォフ 

第 5 項 ソ連型空母の分析  
  1 モスクワ級 

2 キエフ級  
3 整備作業の問題 

第 6 項 米ソ空母の比較による検証 
第 7 項 海軍力システムとしての米空母戦闘群からの結論 

第 5 節 フォークランド紛争から見た外洋海軍としての必要十分条件について 
別項 ソ連海軍から見たフォークランド紛争 



—『海軍•その任務、発展の展望、及び運用』から抜梓－ 
 
第 5 章 ポスト・ゴルシコフ期のソ連海軍戦略 
   第 1 節 艦隊建設構想の転換 
 第 1 項 弱められる独自性 
 第 2 項 海軍への統制の強化 
 第 3 項 オガルコフの軍事戦略 
 第 4 項 戦域作戦 
   第 2 節 海軍における「軍内ペレストロイカ」 

第 1 項 海軍の統制の強化 
     第 2 項 巡航ミサイルの脅威 
     第 3 項 領海防衛の重要性 

第 3 節 ソ連海軍の任務と制約、方向性について 
第 1 項 ソ連海軍の任務と制約の問題 

 第 2 項 ソ連海軍の方向性 
第 4 節 ソ連軍参謀本部のソ連海軍戦略構想 

1 ロボフ•ソ連軍参謀総長  
2 軍指導部の考えている軍事改革の必要性 
3 ソ連軍の戦略構想  
4 防勢作戦における海軍の地位 

第 5 節 ボスト•ゴルシコフ期の海軍戦略 
 第 1 項 ポスト•ゴルシコフ 

第 2 項 アフロメーエフ論文 
第 3 項 ポスト•ゴルシコフ期におけるソ連要人の発言 

1 ゴルバチョフ•ソ連共産党書記長 
2 グラシモフ•ソ連外務省情報局長  
3 アフロ メーエフ•ソ連軍参謀本部参謀総長— 
4  チェルナビン海軍総司令官 

第 6 節 ポスト•ゴルシコフ戦略の分析 
第 1 項 アフロ メーエフ論文の分析 

1 「海軍と全般的安全保障」の概要 
2 「新海洋戦略」の脅威 
3 アメリカの「新海洋戦略」について 
4 空母に関するソ連の理論 
5 巡航ミサイルへの対応 

第 2 項 装備と戦略の関係について 



1 先端技術の国家戦略的意義  
2 先端技術が戦闘様相におよぼす影響 

第 3 項 ポスト•ゴルシコフ期の海軍戦略の本質 
第 4 項 米ソにおける海軍軍縮の検証  

第 7 節 現代ロシア海軍と海洋ドクトリン  
 第 1 項 ロシア海軍の現状 

1 ロシア海軍の現状と演習状況 
  2 空母建造計画について 

第 2 項 ロシアの海洋ドクトリンについて 
1 2001 年版と 2015 年版の比較 
2 ゴルシコフ•ソ連邦海軍元帥の系譜 

 第 3 項 海軍活動の任務と実施 
  1 海軍活動の任務 
  2 ロシア海軍の役割 
 
第 6 章 結論 

第 1 節 ソ連海軍戦略の基本的要因に対する結論 
第 1 項 ソ連の軍事戦略の基本概念 
第 2 項 ソ連海軍戦略の変遷とその識別因子 
第 3 項 「ゴルシコフの海軍」における外洋派遣兵力の本質 
第 4 項 海軍総司令官の交代 

   第 2 節 総合結論  
第 1 項 ソ連海軍戦略の変遷と任務  
第 2 項 ソ連海軍とゴルパチョフ時代における国際関係  
第 3 項 ソ連海軍戦略の形成過程と特質 

 
おわりに 
脚注 
図表   

第 5-1 図 海洋における海上交通と陸上交通の概念図 
第 2-1 表 指定艦艇建上告画（1996 年 1965 年） 
第 3-1 表 米 SSBN に抗可能になる 3 つの対応 
第 3-2 表 1957 年〜1975 年間ばおけるソ連戦闘艦艇の拡張 
第 3-3 表 1980 年代の米ソ海軍能力 
第 3-4 表 ソ連海軍の主要艦載砲出現年 
第 3-5 表 ソ連海軍の対艦ミサイル出現年 



第 3-6 表 ソ連海軍の対空ミサイル出現年 
第 3-7 表 1989 年における主要潜水艦と水上艦艇の行動率 
第 3-8 表 相互支援可能な AAW プラットフォーム 
第 3-9 表 ASW 最適のプフットフォーム 
第 3-10 表 ASUW に最適のプラットフォーム 
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Ⅲ 論文（各章）の概要 
 
第 1 章においては、ソ連の軍事戦略を検討するため、基本となる概念はどのようなもので



あるかを検討した。その目的としては、ソ連の戦略理論についてよく使われる「力の理論」

について考察することであり、命題の設定に伴う概念定義を行った。 
まず歴史上の戦略理論について、「マキャベリー」、「ジョミニ」および「クラウゼビッツ」

について記述した。ソ連という国家が現在は存在していないため、地理的概要、歴史的概要、

政治的概要を述べた。また、社会主義国家における基本的な軍事戦略の概念について検討し

た。そして次にソ連における安全保障の考え方を「ソ連の軍事ドクトリン」から分析し、そ

の発達形成からソ連における「力の理論」とは「軍事力の優越」であるとした。さらに軍事

ドクトリンの発達の形成過程からその内容を検証した。 
第 2 章においては、ソ連海軍戦略の変遷とその変遷に識別し得るパターンとスタイルがあ

るのか。あるとすればその因子はどのようなものであったのか、ということを検討した。そ

の目的は、本論文の目的であるソ連海軍戦略の特質を検証するために、「要塞艦隊戦略」およ

び「現存艦隊戦略（フリート・イン・ビイング）」などについて検討することである。 
またここでは、ソ連海軍戦略に影響を与えた戦略理論として、特にクラウゼヴィッツやジ

ョミニの「力の理論」、コーベットの「限定的制海論」をソ連海軍戦略に大きく影響を与えた

ものとして検討した。そして、ソ連海軍戦略の根底にあるものは「要塞艦隊戦略」であると

考えた。また、ソ連海軍が領土防衛を強く意識していること、また軍事理論についても独自

の考えを持ちながら、党指導部や地上軍指導部から大きな制約を受けていた事実が存在して

いることなども考察し、その結果として「現存艦隊戦略」に移行していったことも記述した。 
第 3 章の「ゴルシコフ海軍戦略」では、それんかいぐんの」ソ連海軍の特徴の一つとして、

ゴルシコフソ連邦海軍元帥が、ソ連海軍総司令官という要職に 29年もの間就任していたこと、

そしてその期間、ソ連海軍が外洋に著しく展開していったことである。そこで、「ゴルシコフ

の海軍」における外洋派遣兵力の本質とは何か。そしてその役割とは何であったのか。また、

ソ連の海軍戦略に航空母艦の保有が必要であったのか、について検討するため、ソ連海軍の

各種任務と能力の機能分析を行なった。 
第 3 章における最終的なゴルシコフ元帥の海軍戦略の評価は、「フリート･イン･ビイングの

前進配備」というべきものであった。そしてこれは、航空母艦を保有しないソ連海軍が、デ

タント期間中、外洋において核戦力を背景にプレゼンスを維持したということであり、ゴル

シコフの海軍戦略がソ連という国家において果たした役割は、限定的であったということで

あった。 
第 4 章では、前章の設定目標を受け、外洋海軍の必要十分条件と航空母艦の保有について

検証した。著名なソ連海軍の研究家ノーマン･ポルマー博士は、ソ連海軍が空母を保有しなか

った点について疑問を呈している。ソ連海軍が航空母艦を保有しなかった点は、大きく２つ

の理由によるものであり、1 つは、航空母艦が攻撃的な艦種であるということ、そしてもう 1
つは経済と技術的な問題であるということがいえる。 

結論として、本章の検討・分析から、外洋で行動する際には、同盟国ともいえる海外の基

地が必要であることを検証した。この点については結論における海洋国家と大陸国家の国益



と安全保障の非対称性につながるものとして重要な点であると考えている。そしてこれらの

ことから、本論文においては、ソ連海軍を「外洋海軍」とは表記せず、「外洋派遣兵力」とし

て表記している。 
第 5 章では、ポスト･ゴルシコフ期における海軍戦略の変化について検討した。本章の目

的は、分析に伴う概念の定義であり、本論文の中心となるべき部分である。その設定目標

として「M.S.ゴルバチョフ書記長が登場して間もなく、海軍総司令官が S.G.ゴルシコフ･

ソ連邦海軍元帥から V.N.チェルナビン海軍元帥に交代した。いわばポスト･ゴルシコフであ

るこの期に、海軍戦略にどのような変化が見られたのであろうか」という点を検討し、米

ソの軍備管理と信頼醸成を基本軸としてその本質を検討した。 
また、現ロシア海軍の海洋ドクトリン、2001 年版と 2015 年版を比較して、ゴルシコフ･

ソ連邦海軍元帥の思想が現ロシア海軍の中に受け継がれていることも検証した。 
ポスト･ゴルシコフ期、すなわちゴルバチョフの時代における海軍戦略の変化は、「軍備

削減」であった。1980 年代初め、ソ連の海軍理論家は海軍作戦術･海軍戦術を論議すること

を許された。しかし、この時期、ソ連軍事戦略は、全軍種、兵種の共通用語で表現される

ようになってきた。このことは、それまで「対外的機能」として海洋進出を行ってきた海

軍が、これからは全軍種の統合という任務の中で、海軍戦略を運用していくことを示して

いる。 
そしてこの期においては、ソ連が米国との軍拡競争についていくことができず、経済の

停滞を招いたソ連が、海軍の軍備削減をソ連軍参謀本部を中心に行っていったことが検証

され、最終的には海洋核戦力のみを残すようになった。そしてその過程において、「海軍軍

備削減」を米国に提唱したものの、ソ連海軍の一方的軍備削減となった。 
これは、海洋国家と大陸国家との非対称性から結論として得られるが、本論文において

ここからさらに、海軍は陸軍と比較して、その装備･運用には比較的長期の時間がかかるこ

とを検証した。 
総合的結論として、設定目標１～4 の結論から総合的結論を検討した。設定目標の結論は

次のとおりであった。 
（１）設定目標１ ソ連の軍事戦略の基本的な概念は「軍事力の優越」といえる。 
（２）設定目標２ ソ連海軍戦略の基本的な因子は「要塞艦隊戦略」、識別し得るパターン

は「国家威信の誇示」と「祖国防衛たる抑止力」、その戦術的様式（スタイル）は「積極的

防衛作戦」と見ることができる。 
（３）設定目標３ ゴルシコフの海軍における海軍の本質は、「戦略攻撃」であり、そして

それは、ソ連の「国家威信の誇示」としての役割を果たした。また、そのようなプレゼン

スの維持には空母の保有よりも海外基地または同盟国が必要であった。 
（４）設定目標４ ゴルバチョフは「軍内ペレストロイカ」によって、陸海軍とも積極防

衛作戦を実施できる軍事力整備を実施しようとしていた。そしてそれは海軍を外洋に展開

させる「残存艦隊（フリート･イン･ビイング）の前進配備」から再び、ソ連沿岸の「要塞



艦隊戦略」に戻すことを意味しており、それは米ソの海軍軍縮につながっていった。 
（５）総合的結論 以上の設定目標１～４の結論から、大きく次の 2 点をソ連海軍戦略の

特質として、（ア） 海軍国家と陸軍国家の国益と安全保障の非対称性としての緊急増援な

どの相違があること、（イ） 海洋国家には海外基地または同盟国が必要であること、とし

た。 
 
 
Ⅳ 論文の総合評価 
 
１．論文提出から審査までの経緯 

 久保正敏氏は、拓殖大学大学院国際協力研究科（安全保障）博士課程後期を 2015
年に退位取得退学した後、博士論文の作成に取り組んでいる。退学後の 2015 年 7 月

に博士論文を作成し、論文博士の申請を行っている。そこで受理審査委員会が編成

され、審査が実施された（委員長：佐藤丙午）。 
 受理審査の結果、論文には未完成の部分も多く、承認すべきかどうか議論が分か

れたが、課程在学中の修学状況を鑑み、論文の修正を許すことになり、研究科委員

会でも 2016 年 2 月に承認を受けている。その後約半年間かけて修正し、2016 年 9
月に論文が提出された。 
 

 ２．審査所見 
口頭審査委員会は、久保氏の概要説明の後、質疑応答で議論を進めていった。

まず、久保氏が最初に提出した論文から、大幅に加筆修正がなされ、分かりやす

くまとめ直されていることが評価された。 

その上で、本審査委員会の委員より、本論文の意義について質問があった。本

論文は、ソ連の政策研究か、社会主義国における戦略決定のあり方に注目したの

か、それとも冷戦研究の一環として、ソ連の戦略決定の在り方を議論したのか、

焦点の当て方について、改めて明確にすることが求められた。久保氏は、論文の

焦点はソ連海軍の戦略の基本概念を研究したもので、明確に識別できる戦略思想

の変遷と、国内状況を合わせて考察することで、これまで焦点が当たっていなか

ったゴルバチョフ時代の海軍戦略の在り方が理解できる、とした。この点につい

て、委員より、戦略論文に特化すべきだったとの指摘があった。  

また、委員よりソ連海軍の帝国ロシア時代からの歴史的な継続性について質問

があった。久保氏は、戦略的な面で要塞艦隊戦略が継続されたが、太平洋艦隊を

除いて、帝国ロシア時代の司令官は粛清されており、ソ連が海軍を再建するまで

には時間がかかったと説明した。つまり、同質性はあるが、連続性は人的には担

保されていない、ということになる。 



さらに、委員より、ソ連の海軍戦略の転換の理由と、外洋戦略の成果について

質問があった。戦略が存在したとしても、それが国家戦略との関係で成果が達成

できなかった場合、戦略をどのように評価すればいいのか、という点である。久

保氏は、ソ連の外洋戦略は経済的な面で維持することが困難になり、潜水艦と核

戦略に特化する形に変化していった、としている。 

委員より、先行研究との関連性を説明することが求められた。久保氏は、ゴル

バチョフ時代以降の海軍戦略の研究は少なく、日本では宮内邦子氏の研究などが

あると紹介した。しかし、宮内氏の研究は、ゴルバチョフが登場する前のゴルシ

コフ司令官時代の海軍戦略（外洋戦略）を研究したものであり、本論文のユニー

クさは、冷戦崩壊直前のソ連の海軍戦略を扱った点にあると強調した。この点に

ついては委員側からも評価があり、米ソの航空母艦の運用構想や、ソ連が持って

いた四大艦隊のそれぞれの位置づけなど、個別に見ていくと興味深い点が多いと

した。 

現在につながる問題として、プーチン大統領の下でロシアの海軍戦略の目標に

ついて質問があった。久保氏は、各艦隊ごとに任務や戦術が異なるが、第一義的

には SLBMの運用のための潜水艦部隊を中心として、必要に応じて洋上部隊の整備

を行いたいとするものであるとした。ソ連時代と同じく、経済面での課題が克服

できていないとした。ただこれが国家戦略とどのように関連するのか見ていく必

要があると指摘したが、本論文は現代の問題に直接かかわるのではなく、歴史研

究の視座を崩していないので、現在の情勢分析には別の説明を行う必要があると

された。 

 
 ３．審査委員会結論 

    委員全員が一致して学位申請者に対し、「博士（安全保障）」の学位を授与する

に値するものと認めた。 
 

以 上 
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